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《済美校区人権問題講演会　報告》

二胡の調べコンサート

「ニーハオ」で「こんにちは」

～二胡で楽しい国際交流～

去る12月4日に済美校区人権問題講演会が開催されました。講師には中国から来日した姜 暁艶さんをお迎えし，素晴らしい二胡の演奏とお話と聞かせていただきました。

　当日は中国帰国者や中国籍の方の来場もあり，舞台とフロアで中国語の掛け合いが起こるなど，地域の国際化を肌で感じました。
福山市は現在人口の約1.4％が外国人市民と言われています。そして多くの学区で外国人市民が暮らしています。先進地域では盆踊りなど地域の行事に積極的に参加するなど交流が進んでいるそうです。
今，各地で「安心安全のまちづくり」が取り組まれていますが，阪神大震災以後，外国人市民は言葉の壁から「災害時要援護者」として考えられるようになりました。
近隣で暮らす外国人市民との交流は「多文化共生」と合わせ「安心安全のまちづくり」の観点からも大切なことではないでしょうか。
　　　　

《南部ブロック社会教育活動事業　報告》
冬の星空ウォッチング
２００８年１２月５日午後７時より，赤坂町のふくやまふれ愛ランドで冬の星空ウォッチングを開催しました。
当日は講師の“アストロクラブふくやま”の皆さんが早くから天体望遠鏡を設置してくださり，開催を待ちました。しかし，開催時間の少し前から空を雲が覆い始め，月も星も隠れてしまい大変心配しましたが，参加者の強い願いが届いたのか，雲が切れ始め星空が覗きだしました。
大変寒い日にもかかわらず，３才の子どもから７０才の方まで７５人の参加があり，４台の望遠鏡に列をつくり星空を眺めました。月のクレーターが手に取るように見え，金星，木星そしてスバル星団なども目にすることができました。
そして，冬の大三角形，天の川などの話を聞き，冬の星空を楽しみました。
最後に良好な光環境創りのため“光害”についてのプレゼンテーションをして星空ウォッチングを閉会しました。
最近，星空を見上げることが少なくなりました。

目の先だけでなく，遠くも見る必要があるなあと
感じました。
　　　　　
南部こんなんやるＤay
南部ブロック管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

《南部ブロック社会教育活動事業》
冬の芦田川　バードウォッチング

芦田川の河口には，野鳥がたくさん生息していますが、特にこの季節、多くの冬鳥がやってきます。「日本鳥類保護連盟専門委員」の方の説明を聴きながら、じっくりと水辺の鳥をみんなで一緒に観察しましょう。
と　き　　１月３1日（土）　９：３０集合　少雨決行
ところ　　芦田川河口付近
水上スポーツセンター駐車場集合
対　象　　どなたでも（小学生以下は保護者同伴で）
定　員　　５０人（申込受付中）
参加費　　無料
その他　　双眼鏡，鳥の図鑑などをお持ちの方はご持参ください。
　　　雨天の場合は，野鳥の特徴や見分け方など　のお話をします。
申込・問合せ　 南部ブロック社会教育センター　

℡９５６－４６４１

《生涯学習の出前講座》

福山を語ろう　ふくやまを食べよう
～食を通して考える「福山ブランド」～
とき・ところ
　　１月３０日（金）１０：００～　赤坂公民館

　　２月　７日（土）１０：００～  山手公民館

内　容　　鯛茶漬け
（おにぎりをベースにした和風のもの）
福山の伝統料理うずみ

講　師　　中島　基晴さん　久戸瀬　一枝さん
（備後特産品研究会）

材料費　　５００円

定　員　　各２０人

持参物　　エプロン・三角巾・筆記用具

申込・問合せ   それぞれの公民館まで


ボーノさんのささやき
１９９５年１月１７日，６,０００人を超える尊い命が奪われた阪神淡路大震災から，１４年が経過しました。
阪神淡路大震災では，倒壊家屋の下敷きになった多くの人たちが，家族や地域住民の連携によって救助されました。災害時における家族や地域住民の連携の重要性が改めて認識されました。
私たちが住む福山市でも大きな地震が起きる可能性があり，決して，よそ事ではありません。突然に起こる自然災害を未然に防止することはできませんが，住民同士の助け合いによって，命を守り，被害を軽減することはできます。
そのためには，設備や環境面での整備も大切ですが，一人ひとりが地域との連携を密にして，隣近所との情報交換が日常的に気軽にできるような取り組みが大切ではないでしょうか。お互い顔の見える地域づくりに取り組むことが，災害時に人の命を救う最大の手段になるのです。































